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Title 
Analysis of maternal and fetal oxidative stress during delivery with epidural analgesia 
(硬膜外無痛分娩による母体および胎児の酸化ストレスの解析) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

分娩は母体にとってストレスの多い出来事で、硬膜外無痛分娩が精神的ストレスを軽減できる可能性がある。精神的

ストレス要因として、陣痛の痛み、恐怖、不安が挙げられ、これらは酸化ストレスを引き起こす。本研究は分娩時の

酸化ストレスに焦点を当て、硬膜外無痛分娩と自然分娩を比較し、母体と胎児の酸化ストレスを解析した。 

 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

経膣分娩を受けた妊婦を対象とし、硬膜外無痛分娩の有無で2つのグループに分けて比較を行った。母体の血液は入院

時と分娩直後に採取し、胎児は臍帯血を使用した。酸化ストレス状態の評価にはウイスマー社のREDOXLIBRAを使用し、

d-ROMs（過酸化脂質の酸化度を示す指標）とBAP(血中の抗酸化能を示す指標)を測定した。その結果、母体において硬

膜外無痛分娩群では、分娩直後の酸化ストレスが自然分娩群よりも少なかった。また胎児においても、硬膜外無痛分

娩群の酸化ストレスが少なかった。 

 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

本研究から硬膜外無痛分娩が出産に伴う母体と胎児の酸化ストレスを軽減する可能性が示唆された。ただし、検討例

が限られており、今後の研究が必要と考えられる。 

 




